
「心をかたくなにしてはならない」      2018 年 12 月 17 日 

ヘブライ人への手紙 4 章 3 節～7 節 信じたわたしたちは、この安息にあずかることが 

できるのです。「わたしは怒って誓ったように、／『彼らを決してわたしの安息に／あず

からせはしない』」と言われたとおりです。もっとも、神の業は天地創造の時以来、既に

出来上がっていたのです。なぜなら、ある個所で七日目のことについて、「神は七日目に

すべての業を終えて休まれた」と言われているからです。そして、この個所でも改めて、

「彼らを決してわたしの安息にあずからせはしない」と言われています。そこで、この安

息にあずかるはずの人々がまだ残っていることになり、また、先に福音を告げ知らされた

人々が、不従順のためにあずからなかったのですから、再び、神はある日を「今日」と決

めて、かなりの時がたった後、既に引用したとおり、／「今日、あなたたちが神の声を聞

くなら、／心をかたくなにしてはならない」とダビデを通して語られたのです。 

 

「著者」は、「神の安息にあずかる約束がまだ続いているのに、取り残されてしまった 

と思われる者があなたがたのうちから出ないように、気をつけましょう」と忠告した。そ

して、「信じたわたしたちは、この安息にあずかることができるのです」と言っている。

ヘブライ書が書かれた時代の人々にとって、安息に与るということは、終末の時に約束さ

れている全き救いに与ることを意味している。「著者」は、福音を信じた私たちには将来

安息に与ることが、確実であると言っている訳である。一方、出エジプトしたイスラエル

の民が安息に入るということは、神が約束したカナンに入ることを意味している。「著者」

は、この二つを並行して論じている。ヘブライ書の時代の人々にも、出エジプトした先祖

たちにも、福音が告げ知らされ、安息入りが約束されていた。しかし、先祖たちには聞い

た言葉が役に立たなかった。その言葉を聞いても、人々は信仰と結び付けなかったからで

ある。だから、神が怒って、「彼らを決してわたしの安息に／あずからせはしない」と誓

った通りになった。この言葉は、詩編 95 編 11 節の「わたしは怒り／彼らをわたしの憩い

の地に入れない」からの引用である 

また、神の業は天地創造の時、完成しており、「神は七日目にすべての業を終えて休ま

れた」と言われている。神は全ての創造の業を終えられた７日目に安息され、この日を祝

福し、聖別された。「著者」は、この個所でも、「彼らを決してわたしの安息にあずから

せはしない」と言われていると言う。聖書に根拠となる個所はないが、彼らは自由に読み

取り、解釈したのである。創世記でも、詩編でも、聞いた約束の言葉を聞かなかったかの

ように無視する不信仰のゆえにカナンにも、安息にも入ることが拒まれたと注解している。

しかし、「この安息にあずかるはずの人々がまだ残っている。」とも読み取っている。 

神は再び、福音を、約束の言葉を告げ知らされた人々が、不従順のために安息に与るこ

とがなかったが、かなりの時がたった後、ある日を「今日」と決めて、「今日、あなたた

ちが神の声を聞くなら、／心をかたくなにしてはならない」とダビデを通して語られた 

この言葉は、詩編 95 編 7 節ｂ、8 節の「今日こそ、主の声に聞き従わなければならない。

『あの日、荒れ野のメリバやマサでしたように／心を頑にしてはならない』」からの引用

である。詩編 95 編は七十人訳では、ダビデの歌となっている。 

「著者」は、旧約聖書の民の不信仰と不従順を指摘し、あなたがたは福音をしっかり聞

いて信じ、安息に、全き救いに入るように励まし、諭して書いている。 


